
宗
門
総
合
振
興
計
画
の
事
業
内
容
「
⑯
布
教
線
の
拡
充
等
、
組
単

位
等
に
よ
る
合
同
法
要
・
法
座
の
実
施
を
進
め
る
」
の
う
ち
、
特

に
「
布
教
線
の
拡
充
」
に
つ
い
て
、
布
教
団
連
合
及
び
教
区
布
教

団
に
お
け
る
対
応
、
対
策
、
及
び
施
策
等
を
協
議
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
２
０
１
８
年
度
に
「
布
教
線
拡
充
検
討
部
会
」
が
設
置
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
「
布
教
使
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
実
施
な
ど
、
成
果
物
を

『
布
教
団
通
信
』（
布
教
団
員
に
配
布
）
へ
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
３
年
10
月
に
組
長
及

び
教
区
布
教
団
を
対
象
に
「
法
座
活
動
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
組
長
に
は
組
内
寺
院
の
定
期
的
な
法
座
（
毎
月
ま

た
は
隔
月
で
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
）
に
つ
い
て
、
教
区
に
は
布
教
団

主
催
の
法
座
を
中
心
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、

新
型
コ
ロ
ナ
）
流
行
を
経
た
法
座
開
催
の
現
状
や
工
夫
、
特
徴
あ
る

事
例
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。

本
報
告
は
、
こ
の
う
ち
組
長
を
対
象
と
し
た
調
査
結
果
を
取
り

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
文
末
に
は
調
査
を
実
施
し
た
「
布
教
線
拡
充

検
討
部
会
」
で
の
意
見
や
提
言
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
結
果
を
、
ご
法
座
の
継
続
や
新
た
に
開
催
い
た
だ
く
た

め
の
一
助
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

これからの
法座の在り方について考える
～「法座活動に関するアンケート調査」結果報告書～

宗門総合振興計画 Vol.71
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１
．「
法
座
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
概
要

（１）	
調
査
目
的
と
内
容　

目　
　

的
：
宗
門
総
合
振
興
計
画
【
重
点
項
目
５
．
お
寺
に
ご
縁

の
な
い
方
々
と
共
に
集
え
る
開
か
れ
た
お
寺
づ
く

り
】
の
〈
事
業
内
容
⑯
〉
に
お
い
て
、
特
に
「
布
教

線
の
拡
充
を
推
進
す
る
」
た
め
設
置
さ
れ
た
布
教
線

拡
充
検
討
部
会
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
の
法
座
開
催
の

在
り
方
を
検
討
す
る
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

調
査
内
容
：
①
定
例
法
座
、
月
例
法
座
の
現
状
に
つ
い
て

	

②
こ
れ
か
ら
の
法
座
の
在
り
方
に
関
し
て

	

③
常
例
線
布
教
の
認
知
度
と
活
用
に
つ
い
て

	

④
宗
派
支
援
制
度
の
認
知
度
と
活
用
に
つ
い
て

（２）	

調
査
対
象
及
び
方
法

調
査
対
象
：
522
組
（
２
０
２
３
年
10
月
１
日
現
在
、
組
長
に
依
頼
）

調
査
方
法
：
郵
送
法
に
て
実
施
、
回
収
は
郵
送
、
オ
ン
ラ
イ
ン
回

答
を
併
用
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

※「
調
査
票
」
及
び
「
組
内
調
査
補
助
資
料
」（
必
要

に
応
じ
て
参
考
）
を
郵
送

（３）	

調
査
基
準
日　

２
０
２
３
年
10
月
１
日

（４）	

調
査
回
収
数
と
回
収
率

返
信
数
：
郵
送
回
答
192
票
、
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
85
票
、

	

合
計
277
票
（
無
効
票
数
：
０
票
）

有
効
票
数
：
277
票
（
分
析
対
象
の
調
査
票
）

回
収
率
：
53
・
１
％
（
内
、
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
30
・
７
％
）

（５）	

調
査
主
体

浄
土
真
宗
本
願
寺
派　

布
教
線
拡
充
検
討
部
会（
僧
侶
養
成
部〈
布

教
使
担
当
〉）

（６）	

調
査
分
析　

舟
橋
和
夫
（
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
）

（７）	

調
査
統
計
分
析
結
果

調
査
統
計
分
析
結
果
（
数
値
、
縦
棒
グ
ラ
フ
、
記
述
回

答
の
抜
粋
）
に
つ
い
て
は
、
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．「
調
査
結
果
の
見
方
」
に
つ
い
て

・	

こ
れ
か
ら
の
法
座
開
催
の
在
り
方
を
検
討
す
る
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
降
の
定
例
法
座
、
月
例
法

座
の
実
施
寺
院
数
、
現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
法
座
で
の
工
夫
（
開

催
方
法
、
実
施
時
間
、
案
内
、
内
容
）
や
新
た
な
取
り
組
み
事
例
、

ま
た
常
例
線
布
教
（
定
例
法
座
、
月
例
法
座
を
複
数
寺
院
に
て
実
施
）

の
認
知
度
・
効
果
な
ど
を
組
長
に
伺
い
ま
し
た
。

・	

集
団
と
し
て
の
特
性
を
把
握
す
る
た
め
に
連
区
別
に
調
査
統
計
分

これからの法座の在り方について考える
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析
を
実
施
。
デ
ー
タ
の
表
現
は
数
値
と
と
も
に
縦
棒
グ
ラ
フ
で
表

現
し
て
い
ま
す
。

・	

回
答
の
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ｋ
と
は
、
未
回
答
、
知
ら
な
い
、
な
ど
欠
損
値
の

こ
と
で
す
。

３
．「
分
析
結
果
か
ら
見
た
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て

（
※
調
査
内
容
①
→
③
→
④
→
②
の
順
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

調
査
内
容
①
：
定
例
法
座
、
月
例
法
座
の
現
状
に
つ
い
て

●	

定
例
法
座
を
実
施
し
て
い
る
寺
院
の
割
合
は
36
・
３
％

・	

Ｑ
１
で
「
現
在
、
定
例
法
座
、
月
例
法
座
を
実
施
し
て
い
る
寺
院

数
」
は
１
９
５
５
カ
寺
。
今
回
、
回
答
の
あ
っ
た
組
長
が
所
属
す

る
、
組
の
寺
院
数
の
総
計
が
５
３
８
２
カ
寺
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

実
施
し
て
い
る
寺
院
の
割
合
は
36
・
３
％
と
な
っ
た
。

●	

定
例
法
座
、
月
例
法
座
の
実
施
率
は
減
少
傾
向

・	「
第
11
回
宗
勢
基
本
調
査
」（
２
０
２
１
年
７
月
１
日
調
査
基
準
日
、

回
収
率
70
・
２
％
）
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
の
実
施
率
は

58
・
８
％
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
２
０
２
３
年
10
月
１
日
調
査

基
準
日
）
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
降
の
実
施
率
は
36
・
３
％

と
、
22
・
５
ポ
イ
ン
ト
の
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
以
降
、
定
例
法
座
の
実
施
は
減
少
し
て
い
る
と
見

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
調
査
対
象
（
今
回
は
組
長
を
対
象
）
と
方
法

が
異
な
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

●	

い
わ
ゆ
る
“
内
勤
め
”
の
定
例
法
座
が
半
数
以
上

・	

Ｑ
１　
︱　

２
、
定
例
法
座
を
実
施
し
て
い
る
寺
院
の
う
ち
、
主
に
住

職
ま
た
は
寺
院
に
所
属
す
る
僧
侶
が
講
師
を
務
め
て
い
る
、
い
わ

ゆ
る“
内
勤
め
”に
よ
る
法
座
で
実
施
し
て
い
る
寺
院
は
55
・
４
％

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
特
に
、
第
３
、
第
５
連
区
は
そ
の
割
合

が
高
く
、
一
方
、
第
１
、
第
４
連
区
に
つ
い
て
は
外
部
講
師
に
依

頼
す
る
傾
向
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前

と
比
較
す
る
デ
ー
タ
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
“
内
勤
め
”
の
割
合

は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

●	

法
座
を
や
め
た
い
理
由
は
「
参
拝
者
の
減
少
」
が
半
数

・	

Ｑ
１
で
法
座
を
実
施
し
て
い
る
と
回
答
の
あ
っ
た
寺
院
１
９
５
５

カ
寺
の
う
ち
、
Ｑ
２
で
「
法
座
を
や
め
た
い
」
と
考
え
て
い
る
寺

院
は
104
カ
寺
（
５
・
３
％
）。
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
回
答
は
「
参
拝

者
の
減
少
」
で
、
記
述
回
答
の
う
ち
お
よ
そ
半
数
以
上
（
回
答
55

件
中
31
件
）
に
見
受
け
ら
れ
た
。「
参
拝
者
の
減
少
」
と
連
動
す

る
形
で
、「
門
徒
の
高
齢
化
」、「
若
者
が
こ
な
い
」
な
ど
門
徒
の

状
況
変
化
や
経
済
的
理
由
、「
寺
院
内
の
人
手
不
足
」、「
住
職
の

高
齢
化
」
な
ど
、
寺
院
、
寺
族
の
体
力
を
理
由
に
あ
げ
る
回
答
も

少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
た
。

●	
法
座
を
実
施
し
た
い
が
「
兼
職
で
時
間
が
と
れ
な
い
」、「
参
拝
者
の

減
少
」
が
多
数　

・	
一
方
、
Ｑ
３
で
は
、「
法
座
を
実
施
し
た
い
」
と
考
え
て
い
る
寺

院
は
351
カ
寺
（
６
・
５
％
）。
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
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て
は
、「
兼
職
で
時
間
が
と
れ
な
い
」
が
３
割
以
上
に
含
ま
れ
（
回

答
116
件
中
40
件
）、
退
職
後
に
実
施
を
考
え
て
い
る
寺
院
も
見
ら
れ

る
。

・	
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
降
に
再
開
を
試
み
て
い
る
寺
院
も
多
い
が
、

「
参
拝
者
の
減
少
」
や
「
門
信
徒
の
高
齢
化
」
な
ど
が
連
動
し
、「
講

師
費
が
見
込
め
な
い
」
と
再
開
に
躊
躇
し
て
い
る
回
答
が
少
な
か

ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
門
徒
の
家
で
の
法
義
相
続
が
大
き

く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

調
査
内
容
③
：
常
例
線
布
教
の
認
知
度
と
活
用
に
つ
い
て

●	「
常
例
線
布
教
」
の
認
知
度
は
67
・
９
％
、
実
施
組
で
は
「
多
く
の

布
教
使
の
話
が
聞
け
る
」
と
評
価

・	

Ｑ
６
で
「
常
例
線
布
教
」
の
認
知
度
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

67
・
９
％
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
常
例
線
布
教
と
は
、
布
教
団

連
合
で
は
１
線
５
カ
寺
以
上
が
連
続
し
て
開
催
す
る
定
期
的
な
法

座
を
指
す
。
講
師
交
通
費
を
複
数
寺
院
で
負
担
で
き
る
た
め
、
遠

方
の
講
師
も
招
聘
し
や
す
く
な
る
開
催
方
法
と
い
え
る
。

・	

Ｑ
７
で
は
「
常
例
線
布
教
」
の
有
無
と
実
施
の
感
想
に
つ
い
て
尋

ね
た
。「
実
施
し
て
い
る
（
組
を
超
え
て
行
っ
て
い
る
を
含
む
）」
53

組（
19
・
１
％
）の
う
ち
43
組
は「
と
て
も
有
益
」、「
有
益
」と
評
価
。

特
に
「（
年
間
を
通
し
て
）
多
く
の
布
教
使
の
話
が
聞
け
る
」
の
回

答
が
多
く
、「
講
師
の
選
定
が
楽
」、「
少
な
い
予
算
で
開
催
で
き

る
」
な
ど
負
担
軽
減
を
理
由
に
あ
げ
る
回
答
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
。
一
方
、
課
題
と
し
て
「
講
師
の
質
」、「
聴
聞
さ
れ
る
ご
門
徒

の
固
定
化
」、「
定
期
的
な
法
座
活
動
の
困
難
さ
」
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。

●	「
実
施
し
た
い
と
思
わ
な
い
」
主
な
理
由
は
、「
自
主
性
・
自
由
性
の

尊
重
」「
連
携
が
難
し
い
」「
開
催
自
体
が
困
難
」

・	

Ｑ
７　
︱　

４
で
「
実
施
し
て
み
た
い
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、「
実

施
し
た
い
と
思
わ
な
い
」
は
29
・
４
％
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方

が
あ
る
」、「
法
座
日
程
が
決
ま
っ
て
い
る
」
な
ど
、
各
寺
の
自
主

性
、
自
由
性
を
尊
重
し
た
い
と
の
回
答
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

「
日
程
調
整
が
難
し
い
」、「
他
寺
院
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
い
」
な

ど
寺
院
同
士
の
連
携
が
難
し
い
こ
と
を
指
摘
す
る
回
答
と
関
連
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、「
参
拝
が
少
な
い
」、「
熱
意
の

あ
る
寺
院
が
少
な
い
」
な
ど
開
催
自
体
に
困
難
性
を
指
摘
す
る
回

答
も
目
立
つ
。
そ
の
他
、「
余
裕
が
な
い
」、「
住
職
が
兼
務
」、「
組

の
活
動
が
多
数
あ
り
新
規
事
業
が
で
き
な
い
」
な
ど
で
「
実
施
で

き
な
い
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
住
職
の
勤
務
形
態
や
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
が
主
な
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

●	

最
も
多
い
回
答
は
「
な
ん
と
も
い
え
な
い
」

・	「
な
ん
と
も
い
え
な
い
」は
最
も
多
い
回
答
と
な
っ
た（
58
・
４
％
）。

「
過
疎
」、「
高
齢
化
」、「
交
通
手
段
」、「
法
務
で
手
一
杯
」
な
ど

常
例
線
布
教
の
開
催
が
困
難
で
あ
る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

・	「
実
施
し
た
い
と
思
わ
な
い
」
回
答
者
と
同
じ
く
、「
寺
院
の
距
離

が
離
れ
て
い
る
」、「
日
程
調
整
が
難
し
い
」
な
ど
寺
院
間
の
連
携
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を
理
由
と
す
る
回
答
や
、「
５
カ
寺
以
上
の
連
携
は
現
実
的
で
は

な
い
」
な
ど
常
例
線
布
教
を
行
う
上
で
必
要
な
「
５
カ
寺
」
以
上

の
連
携
を
課
題
に
あ
げ
る
回
答
も
あ
っ
た
。

・	
ま
た
、「
組
内
で
話
題
に
あ
が
っ
た
こ
と
は
な
い
」、「
組
内
で
議

論
す
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
組
内
で
検
討
が
必
要
と
い
っ
た
回
答

も
目
立
つ
。
常
例
線
布
教
が
組
内
の
会
議
体
で
議
題
に
あ
が
っ
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
が
一
番
の
要
因
か
と
思
わ
れ
る
。
関
連
し
て
常

例
線
布
教
自
体
の
認
知
度
が
な
い
こ
と
を
問
題
視
す
る
回
答
も
少

な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
た
。

●	

活
用
に
向
け
て
共
通
し
た
意
見

・	

常
例
線
布
教
の
今
後
に
つ
い
て
自
由
記
述
を
し
た
結
果
、「
実
施

し
た
い
」、「
実
施
し
た
い
と
思
わ
な
い
」、「
な
ん
と
も
い
え
な
い
」

に
共
通
す
る
こ
と
と
し
て
、
次
の
回
答
が
あ
げ
ら
れ
る
。

✓
組
内
や
近
隣
地
域
寺
院
と
の
連
携
：
寺
院
間
の
連
携
を
ど
う
促

し
て
い
く
か

✓
法
座
の
日
程
調
整
：
住
職
の
勤
労
状
態
や
各
寺
院
の
マ
ン
パ

ワ
ー
な
ど
を
す
り
あ
わ
せ
る
必
要
が
あ
る

✓
法
座
の
参
拝
者
増
加
へ
の
工
夫

✓
常
例
線
布
教
の
認
知
度
向
上
の
た
め
の
告
知
の
工
夫

調
査
内
容
④
：
寺
院
振
興
金
庫
の
認
知
度
と
活
用
に
つ
い
て

●	「
寺
院
振
興
金
庫
」
の
認
知
度
は
55
・
６
％
、「
活
用
を
勧
め
た
い
」

人
は
22
・
７
％

・	

Ｑ
８
で
は
寺
院
振
興
金
庫
の
認
知
度
を
尋
ね
、「
知
っ
て
い
る
」

と
の
回
答
は
55
・
６
％
。
Ｑ
９
で
は
「（
組
内
寺
院
に
）
活
用
を
勧

め
た
い
か
」を
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、「
い
い
え
」、「
わ
か
ら
な
い
」

が
合
わ
せ
て
75
・
１
％
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

●	

小
規
模
寺
院
が
法
座
を
行
う
の
に
有
効
、
も
っ
と
認
知
度
を
あ
げ
る

べ
き

・	

勧
め
た
い
理
由
に
つ
い
て
は
、「
法
要
が
勤
め
ら
れ
な
い
寺
院
が

あ
る
」、「
住
職
不
在
の
寺
院
が
あ
る
」、「
制
度
を
利
用
し
て
法
座

の
機
会
を
増
や
す
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
」
な
ど
、
小
規
模
寺
院

に
と
っ
て
も
法
座
を
行
う
上
で
の
一
助
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。
ま
た
有
効
で
あ
る
に
も
関
ら
ず
、
組
や
近
隣
寺
院
へ
の
認
知

度
の
低
さ
が
指
摘
さ
れ
る
。
特
に
、
こ
の
制
度
自
体
を
前
向
き
に

捉
え
る
回
答
者
に
多
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

●	「
必
要
性
を
感
じ
な
い
」
と
、「
条
件
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
が
状
況

は
厳
し
い
」
で
二
分

・	「
い
い
え
」
と
「
わ
か
ら
な
い
」
を
選
択
し
た
人
の
傾
向
と
し
て
、

「
必
要
性
を
感
じ
な
い
」、「
困
難
な
状
況
に
は
な
い
」、「
助
成
制

度
を
活
用
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
こ
な
い
」、
な
ど
各
寺

院
の
判
断
や
各
寺
院
の
事
情
を
考
慮
し
た
回
答
も
多
い
。
ま
た
、
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助
成
の
条
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
が
、
法
座
を
実
施
、
継
続
す
る

上
で
参
拝
者
を
集
め
る
の
が
困
難
（
過
疎
、
高
齢
化
）、
ま
た
後
継

者
が
定
ま
ら
な
い
寺
院
が
多
く
あ
る
な
ど
、
寺
院
を
取
り
巻
く
環

境
変
化
の
問
題
を
あ
げ
、
手
続
き
や
条
件
の
簡
略
化
、
助
成
金
額

の
低
さ
を
指
摘
す
る
意
見
も
見
ら
れ
た
。

調
査
内
容
②
：
こ
れ
か
ら
の
法
座
の
在
り
方
に
関
し
て

●	“
主
体
的
な
参
加
を
促
す
よ
う
な
工
夫
”
が
見
受
け
ら
れ
る

・	

Ｑ
４
で
は
「
現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
法
座
に
つ
い
て
、
特
に
工
夫

が
み
ら
れ
る
事
例
（
開
催
方
法
、
実
施
時
間
、
案
内
、
内
容
な
ど
）」

に
つ
い
て
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
開
催
時
間
や
案
内
な
ど
に
つ
い

て
は
、
誰
に
来
て
も
ら
い
た
い
か
が
、
対
象
の
選
定
に
大
き
く
関

与
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
誰
を
対
象
に
し

て
い
る
の
か
と
い
う
観
点
で“
こ
れ
ま
で
お
寺
に
ご
縁
の
あ
る
方
”

へ
の
工
夫
と
、“
こ
れ
ま
で
お
寺
に
ご
縁
の
な
い
方
”
へ
の
工
夫

の
２
つ
に
分
類
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
お
寺
に
ご
縁
が
あ
る
か
な
い

か
“
対
象
に
応
じ
た
工
夫
”
が
行
わ
れ
て
い
る
。
全
体
を
俯
瞰
す

る
と
、“
主
体
的
な
参
加
を
促
す
よ
う
な
工
夫
”
が
見
受
け
ら
れ

た
。

〈“
こ
れ
ま
で
お
寺
に
ご
縁
の
あ
る
方
”
へ
の
工
夫
〉　

✓
暁
天
講
座
（
早
朝
法
話
会
）
の
継
続
（
50
年
余
）。
門
徒
衆
が
主

体
と
な
り
、
実
施
し
て
い
る
門
信
徒
会
講
座
（
60
年
余
、
組
が

主
体
と
な
り
継
続
的
に
実
施
）。　

✓
高
齢
者
の
体
調
を
考
慮
し
て
、
勤
行
は
30
分
以
内
、
法
話
は
１

時
間
以
内
に
収
め
て
い
る
。
／
高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
き
た
た

め
、
足
下
の
明
る
い
昼
間
に
開
催
。
平
日
は
お
勤
め
の
方
が
多

い
の
で
、
週
末
に
実
施
す
る
。

✓
メ
ー
ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
寺
報
、
手
紙
・
葉
書
等
に
よ
る
個
別
案

内
。
／
案
内
状
を
地
区
毎
に
総
代
さ
ん
（
班
長
さ
ん
）
よ
り
案

内
（
お
誘
い
）。
／
定
例
法
座
の
連
絡
係
を
作
っ
て
い
る
。
／

興
味
を
引
く
写
真
な
ど
を
取
り
入
れ
た
案
内
状
の
作
成
。

✓
バ
ス
に
よ
る
参
詣
者
の
送
迎
。
休
憩
時
の
お
菓
子
を
全
国
か
ら

取
り
寄
せ
て
い
る
。

✓
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
教
化
団
体
の
意
見
を
も
と
に
テ
ー
マ
や

内
容
を
決
め
て
い
る
。
／
法
話
だ
け
で
は
な
く
、
総
代
さ
ん
の

感
話
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
栄
養
士
さ
ん
な
ど
に
よ
る
、
健

康
に
関
す
る
話
な
ど
を
加
え
て
い
る
。

✓
法
話
中
の
質
問
、
言
葉
の
や
り
と
り
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
／
話
し
合
い
法
座
を
多
く
採
用
し
て
い
る
。
机
、
イ
ス
は

講
義
形
式
で
あ
っ
て
も
、
ふ
だ
ん
か
ら
の
話
し
合
い
形
式
を
多

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
由
に
質
問
が
増
え
れ
ば
、
工
夫
と

し
て
は
成
功
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

✓
最
後
に
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ご
講
師
を
交
え
て
の
茶
話
会
で
雑

談
時
間
を
設
け
、
仏
事
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
気
軽
に
で

き
る
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
る
。
／
終
了
後
、
法
話
の
内
容
を
プ

リ
ン
ト
し
て
配
布
す
る
。
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✓
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
ま
で
は
毎
月
の
法
座
を
し
て
い
た
が
、
今

で
は
毎
月
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
法
話
を
送
信
し
て
い
る
。

〈“
こ
れ
ま
で
お
寺
に
ご
縁
の
な
い
方
”
を
意
識
し
た
工
夫
〉

✓
勤
行
・
法
話
の
後
に
寺
ヨ
ガ
を
は
じ
め
た
。
法
話
の
み
で
な
く
、

参
加
し
た
い
と
思
う
内
容
を
取
り
入
れ
て
い
る
（
例
／
料
理
教

室
、
菓
子
づ
く
り
、
手
芸
教
室
等
）。
／
認
知
症
の
家
族
の
方
と

一
緒
に
近
く
の
大
学
生
と
勉
強
会
を
し
て
い
る
。

✓
開
会
と
閉
会
の
時
間
明
記
。
／
時
間
を
短
く
し
て
い
る
。

✓
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
毎
月
、
平

日
の
午
前
と
土
曜
日
の
午
後
、
二
度
の
法
座
を
開
催
。
／
同
じ

内
容
の
法
座
を
、
昼
と
夜
と
２
回
開
催
し
、
都
合
の
良
い
方
に

来
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
／
年
に
12
座
皆
出
席
の
方
に
は
記
念

品
を
贈
呈
し
て
い
る
。

✓
以
前
は
開
催
日
を
固
定
し
て
い
た
が
、
ご
家
族
も
参
加
し
や
す

い
よ
う
に
第
４
土
曜
日
の
午
後
に
し
た
。
／
毎
月
、
第
１
日
曜

日
の
午
前
中
に
「
日
曜
礼
拝
」
を
行
い
、
家
族
で
の
参
詣
を
促

し
て
い
る
。

✓
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
／
新
聞
折
込
に
案
内
チ
ラ
シ
／
地
域

の
行
事
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

✓
花
ま
つ
り
・
初
参
式
・
米
寿
の
集
い
な
ど
の
行
事
と
法
座
を
合

わ
せ
、
親
し
み
や
す
い
話
は
住
職
が
す
る
一
方
、
教
学
の
話
は

外
部
講
師
に
お
願
い
し
て
い
る
。

✓
月
例
法
座
で
は
な
い
が
、
自
宅
へ
の
お
参
り
が
難
し
い
方
に
寺

院
で
の
盆
法
要
日
を
複
数
設
け
、
案
内
し
て
い
る
。
／
新
し
い

住
民
に
は
報
恩
講
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
人
も
多

く
、
従
来
の
時
期
と
方
法
で
は
集
ま
ら
な
い
の
で
、
春
秋
の
彼

岸
に
変
更
し
報
恩
講
を
実
施
。

✓
定
例
で
は
な
く
門
徒
外
対
象
の
法
話
会
を
開
催
し
て
い
る
（
毎

年
30
団
体
500
名
以
上
）。
／
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
そ
う
な

テ
ー
マ
や
形
式
を
工
夫
し
て
い
る
。

✓「
15
歳
で
育
つ
寺
子
屋
わ
っ
ぱ
塾
」（
平
成
８
年
か
ら
月
４
回
毎

週
木
曜
日
）。
／
花
屋
に
集
ま
る
方
々
と
「
ほ
っ
こ
り
井
戸
端

会
議
」（
毎
週
水
曜
日
９
時
～
12
時
）、
親
子
が
主
体
的
に
参
加

す
る
経
験
を
通
じ
て
大
切
な
つ
な
が
り
に
気
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
を
展
開
し
て
い
る
。

●	

参
加
を
増
や
す
方
法
と
し
て
“
個
人
参
加
型
”
と
“
家
族
参
加
型
”

が
み
ら
れ
る　

・	“
こ
れ
ま
で
お
寺
に
ご
縁
の
な
い
方
”
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、

「
ヨ
ガ
」、「
料
理
教
室
」、「
菓
子
づ
く
り
」、「
手
芸
教
室
」、「
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
栄
養
士
さ
ん
な
ど
に
よ
る
健
康
に
関
す
る

話
」
な
ど
興
味
関
心
ご
と
か
ら
個
人
へ
参
加
を
促
す
事
例
。
ま

た
、「
日
曜
礼
拝
」
の
ほ
か
、「
花
ま
つ
り
」、「
初
参
式
」、「
米
寿

の
集
い
」
な
ど
、
定
期
的
ま
た
人
生
の
節
目
を
機
縁
に
家
族
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
る
事
例
が
み
ら
れ
た
。
価
値
観
や
嗜
好
の
多
様

化
が
進
み
、
家
族
の
絆
は
意
識
的
に
育
む
時
代
に
あ
っ
て
、
こ
れ
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ら
の
事
例
は
法
座
へ
の
参
加
頻
度
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
と
み
ら

れ
る
。

●	
外
部
講
師
（
布
教
使
）
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
何
か

・	
Ｑ
１　
︱　

２
で
は
、
い
わ
ゆ
る
“
内
勤
め
”
法
座
が
半
数
以
上
と
い

う
結
果
で
あ
っ
た
が
、
状
況
が
好
転
す
れ
ば
布
教
使
の
出
向
す
る

余
地
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
い
わ
ゆ
る
“
内
勤

め
の
法
座
”
の
良
さ
と
外
部
講
師
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
合

致
す
れ
ば
、「
親
し
み
や
す
い
話
は
住
職
が
す
る
一
方
、
教
学
の

話
は
外
部
講
師
に
お
願
い
し
て
い
る
」
と
の
回
答
は
参
考
と
な
る

の
で
は
な
い
か
。

●	

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
を
機
に
高
齢
化
が
顕
著
に
、
あ
ら
た
な
法
座
の
あ

り
よ
う
が
考
え
ら
れ
て
い
る

・	

Ｑ
５
で
は
「
こ
れ
か
ら
の
法
座
開
催
に
あ
た
り
、
取
り
組
み
た
い

こ
と
及
び
課
題
」
に
つ
い
て
伺
っ
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前

と
同
じ
形
態
に
戻
し
た
い
」
と
願
う
寺
院
は
か
な
り
多
い
。
特
に

「
お
斎
」
な
ど
会
食
関
係
の
記
述
が
目
立
つ
。
新
型
コ
ロ
ナ
流
行

以
後
も
「
時
間
短
縮
」
が
引
き
続
き
継
続
し
て
い
る
模
様
。

・	

門
徒
の
高
齢
化
問
題
が
顕
著
に
多
い
。
高
齢
化
に
伴
う
問
題
と
し

て
、「
参
拝
者
減
少
」「
移
動
手
段
」「
経
費
」が
関
与
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
目
立
つ
。

・	

新
た
に
取
り
組
み
た
い
こ
と
と
し
て
、「
ご
門
徒
に
司
会
を
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
門
徒
主
体
の
法
座
」、「
初
め
て
の
方
の
参
拝
、

若
年
層
を
意
識
し
た
イ
ベ
ン
ト
（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
現
代
の
人
が
受

け
入
れ
や
す
い
も
の
）」、「
土
日
開
催
（
朝
９
時
か
ら
約
１
時
間
）」、

告
知
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
）、
伝
え
方
の
工
夫
（
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
視
聴
覚
教
材
の
使
用
）
と

い
っ
た
対
象
を
意
識
し
た
記
述
も
多
い
。
寺
院
一
カ
寺
あ
た
り
の

体
力
面
か
ら
、
組
内
寺
院
の
連
携
が
必
要
と
の
記
述
が
多
い
。

・	

再
開
に
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
」
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
に

戻
す
こ
と
に
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
い
る
寺
院
も
少
な
か
ら
ず
見

受
け
ら
れ
る
。

４
．
ま
と
め　

〈
定
例
法
座
、
月
例
法
座
の
現
状
に
つ
い
て
〉

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
降
、
定
例
法
座
、
月
例
法
座
の
実
施
率
は
減
少

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

定
例
法
座
を
「
や
め
た
い
と
考
え
て
い
る
寺
院
」、
ま
た
「
実
施
し

た
い
が
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
寺
院
」
と
も
に
「
参
拝
者
の
減
少
」

を
そ
の
理
由
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
日
本
が
人
口
減
少
社
会
に
入
り
、

そ
の
影
響
が
幅
広
く
少
し
ず
つ
表
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
と
連
動
し
て
「
参
拝
者
の
減
少
」
が
急

速
に
進
む
と
、「
講
師
費
が
見
込
め
な
い
」
た
め
、
講
師
を
招
聘
し

な
い
、
い
わ
ゆ
る
“
内
勤
め
の
法
座
”
の
割
合
が
さ
ら
に
高
く
な
る

と
推
測
さ
れ
ま
す
。“
こ
れ
ま
で
お
寺
に
ご
縁
の
あ
る
方
”
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
住
民
な
ど
“
こ
れ
ま
で
お
寺
に
ご
縁
の
な
か
っ
た
方
”
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に
も
ご
縁
を
広
げ
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〈
常
例
線
布
教
の
認
知
度
と
活
用
に
つ
い
て
〉

「
常
例
線
布
教
」
の
認
知
度
は
67
・
９
％
で
あ
り
ま
し
た
。
実
施
組

に
お
い
て
は
「（
年
間
を
通
し
て
）
多
く
の
布
教
使
の
話
が
聞
け
る
」

な
ど
８
割
以
上
が
有
益
だ
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
一
方
、「
実
施
し

て
み
た
い
か
」
と
い
う
問
い
に
は
、「
な
ん
と
も
い
え
な
い
」
と
の

回
答
が
一
番
多
く
、「
組
内
で
話
題
に
あ
が
っ
た
こ
と
は
な
い
」
と

い
う
意
見
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
法
座
開
催
の
負
担
軽
減
が
期
待
さ

れ
る
「
常
例
線
布
教
」
に
つ
い
て
は
、
相
互
扶
助
の
観
点
か
ら
組
内

で
話
題
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

〈
宗
派
支
援
制
度
の
認
知
度
と
活
用
に
つ
い
て
〉

「
法
座
活
動
の
支
援
」（「
寺
院
振
興
金
庫
」
助
成
制
度
）
の
認
知
度
は

55
・
６
％
で
あ
り
ま
し
た
。「
小
規
模
寺
院
が
法
座
を
行
う
の
に
有

効
な
の
で
、
も
っ
と
認
知
度
を
あ
げ
る
べ
き
」
と
の
評
価
も
あ
る
一

方
、「
助
成
制
度
を
活
用
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
こ
な
い
」

た
め
「
わ
か
ら
な
い
」
と
の
声
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
常
例

線
布
教
と
同
様
に
組
内
で
の
話
題
に
あ
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で

す
。

〈
こ
れ
か
ら
の
法
座
の
在
り
方
に
関
し
て
〉

現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
法
座
に
は
、“
主
体
的
な
参
加
を
促
す
よ
う

な
工
夫
”“
受
け
手
目
線
を
意
識
し
た
工
夫
”
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

法
座
に
参
加
い
た
だ
く
方
を
意
識
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。“
こ
れ
ま
で
お
寺

に
ご
縁
の
な
か
っ
た
方
”
に
継
続
し
て
参
加
い
た
だ
く
に
は
、“
新

し
い
仲
間
を
受
け
入
れ
る
雰
囲
気
が
あ
る
”
か
ど
う
か
も
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

〈
最
後
に
〉

日
本
が
人
口
減
少
社
会
に
入
り
、
定
例
法
座
の
開
催
に
そ
の
影
響
が

幅
広
く
表
出
し
て
い
る
一
方
、「
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
と
同
じ
形

態
に
戻
し
た
い
」
と
願
う
寺
院
は
か
な
り
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
調
査
結
果
か
ら
“
将
来
の
望
ま
し
い
姿
”
や
、“
目
標
と

す
る
具
体
的
な
数
字
や
行
動
”
を
作
成
い
た
だ
く
な
ど
、
お
寺
の
関

係
者
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
ら
幸
い
で

す
。

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
組
長

（
当
時
）
の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

布
教
線
拡
充
検
討
部
会
で
は
、
２
０
２
０
年
に
「
布
教
線
拡
充
に

資
す
る
提
言
」
を
作
成
し
、
定
例
法
座
（
常
例
法
座
）
及
び
常
例
線

布
教
に
関
し
て
提
言
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
該
当
箇
所
を
抜
粋

し
共
有
い
た
し
ま
す
。

提
言
２
「
常
例
線
布
教
・
常
例
法
座
に
つ
い
て
」

⑴
点
を
増
や
す
こ
と
で
線
に
つ
な
げ
て
い
く　
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

こ
こ
数
年
で
は
、
１
線
５
カ
寺
以
上
に
な
る
常
例
線
布
教
の
本
数
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や
、
会
所
の
数
が
減
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
教
区
か
ら
報
告
さ
れ
て
い

る
。
常
例
線
布
教
は
、
若
手
布
教
使
の
研
鑽
の
場
、
ご
教
化
の
場
で

あ
り
、
線
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
会
所
に
と
っ
て
は
出
向
講
師
の
交

通
費
等
の
負
担
軽
減
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
常
例
線
の
無
い
教
区

も
あ
る
の
で
、
線
へ
の
取
り
組
み
の
前
に
先
ず
は
各
寺
院
に
対
し
常

例
布
教
（
法
座
）
開
設
ま
た
は
継
続
を
奨
励
し
、
点
を
増
や
す
こ
と

か
ら
線
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
現
実
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

常
例
布
教
（
法
座
）
の
開
設
に
参
詣
者
の
多
い
少
な
い
は
全
く
問

題
で
は
な
い
。
た
と
え
一
人
の
参
詣
で
あ
っ
て
も
尊
い
法
縁
で
あ

る
。
継
続
し
た
聴
聞
に
よ
っ
て
、
住
職
、
寺
族
、
門
信
徒
と
も
ど
も

如
来
の
お
育
て
に
よ
る
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
。
如
来
よ
り
届

け
ら
れ
て
い
る
念
仏
の
救
い
は
「
誰
も
が
同
じ
よ
う
に
救
わ
れ
る
」

安
心
感
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
浄
土
真
宗
と
の
ご
縁
が
無
か
っ
た
方
々

や
無
宗
教
と
語
る
方
々
、
そ
し
て
他
宗
旨
の
方
々
と
共
に
聴
聞
し
つ

つ
、
ご
縁
が
結
ば
れ
広
が
る
大
き
な
機
縁
と
な
る
。
先
ず
は
寺
院
で

あ
れ
、
家
庭
法
座
ま
た
外
部
施
設
で
あ
れ
、
一
座
で
も
多
く
法
座
開

設
に
向
け
て
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

浄
土
真
宗
寺
院
の
存
在
意
義
は
何
で
あ
る
か
。
住
職
、
寺
族
が
深

く
宗
祖
の
開
顕
さ
れ
た
ご
法
義
を
学
び
つ
つ
の
寺
院
活
動
推
進
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
か
ら
は
何
宗
の
寺
院
で
あ
っ
て
も
葬
儀
、

法
要
、
供
養
寺
院
、
ま
た
祈
願
寺
院
等
と
映
っ
て
い
る
こ
と
を
真
摯

に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

各
寺
院
の
置
か
れ
て
い
る
外
部
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
は

い
え
、
社
会
に
向
け
て
広
く
ご
縁
を
結
ぶ
に
は
継
続
的
な
常
例
法
座

の
開
設
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ら
に
近
隣
寺
院
と
の
共
同
開
座

で
あ
る
常
例
線
へ
と
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
そ
の
法
座
継
続
の
た
め
に

も
肝
要
で
あ
る
。

⑵
法
座
開
設
の
意
義
・
認
知
度
ア
ッ
プ　
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

当
流
は
聞
法
の
宗
旨
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
法
座
の
開
設
が
最
重

要
活
動
で
あ
る
。
聞
法
を
通
し
て
如
来
よ
り
大
き
な
安
心
感
を
賜
る

ご
縁
と
な
る
法
座
の
開
設
は
、
住
職
や
寺
族
な
ら
び
に
門
信
徒
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
ま
で
浄
土
真
宗
と
ご
縁
が
な
か
っ
た
方
々
と
も

広
く
ご
縁
を
結
ぶ
契
機
と
し
て
意
義
が
あ
る
。

参
詣
者
に
と
っ
て
は
、
住
職
よ
り
も
寺
族
の
方
が
日
々
の
不
安
や

疑
問
な
ど
を
率
直
に
話
し
や
す
い
場
合
も
あ
り
、
共
々
に
聞
法
を
重

ね
な
が
ら
互
い
の
関
係
や
信
頼
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
寺
族
に
あ
っ
て
は
法
座
の
準
備
や
参
詣
者
、
講
師

の
接
待
な
ど
で
忙
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
自
ら
が
「
自
信
教
人

信
」
の
実
践
と
念
仏
者
の
生
き
方
を
表
す
た
め
、
先
ず
は
住
職
と
寺

族
が
聴
聞
を
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
参
詣
の
皆
さ
ま
と

共
々
に
仏
法
を
喜
ぶ
こ
と
が
本
来
の
聞
法
道
場
の
姿
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

一
つ
一
つ
の
小
さ
な
ご
縁
の
積
み
重
ね
が
、
門
信
徒
は
も
と
よ
り

広
く
多
く
の
方
々
に
地
域
に
お
け
る
寺
院
の
存
在
意
義
と
認
知
さ

れ
、
将
来
的
に
寺
院
が
必
要
と
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
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と
思
わ
れ
る
。

「
布
教
線
拡
充
に
資
す
る
提
言
」（『
布
教
団
通
信
』

第
43
号
掲
載
）
…
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー

タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

布
教
線
拡
充
検
討
部
会
で
は
、
こ
の
た
び
、
さ
ら
に
、「
ご
法
座
の
減

少
を
ど
う
食
い
止
め
て
い
く
か
」
に
つ
い
て
以
下
の
通
り
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

布
教
線
・
常
例
線
の
考
え
方
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
先
の
寺
院
の
形
態
を
考
え
る
と
、
従
来
の
法
座
形
式
を
柔
軟

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⑴
線
を
面
と
し
て
開
催
す
る
法
座

例
え
ば
５
カ
寺
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
開
催
す
る
。
１

カ
寺
に
講
師
が
入
り
、
４
カ
寺
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
る
。
講
師

は
つ
な
が
っ
た
寺
の
門
徒
と
も
会
話
を
す
る
。
次
回
は
残
り
の
中
の

１
カ
寺
に
講
師
が
入
り
、
５
回
で
一
巡
す
る
。
講
師
選
定
・
予
算
の

問
題
な
ど
を
解
決
す
る
方
向
性
が
考
え
ら
れ
る
。
寺
院
法
座
だ
け
で

な
く
、
地
域
法
座
（
各
地
に
あ
る
法
座
会
）
の
連
携
に
も
使
え
る
。

⑵
法
座
の
形
態
を
考
え
る

演
台
か
ら
お
話
す
る
だ
け
が
法
話
で
は
な
い
。
あ
る
と
こ
ろ
で
は
門

徒
と
講
師
・
住
職
・
坊
守
が
円
座
と
な
り
法
座
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
法
座
は
原
則
午
前
に
開
催
し
、
法
座
後

「
お
と
な
食
堂
」
を
開
き
、
住
職
・
坊
守
、
ま
た
時
間
が
あ
れ
ば
講

師
も
同
席
し
て
昼
食
を
い
た
だ
く
。
高
齢
化
で
一
人
暮
ら
し
の
方
々

が
増
え
、
一
緒
に
楽
し
く
食
事
を
す
る
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
こ
れ
か
ら
の
法
座
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
布
教
線
拡
充
検
討
部
会
に
お
け
る
提
言
・

提
案
を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
の
人
口
が
減
少
す
る
中
に

あ
っ
て
、
各
寺
、
各
組
内
で
連
携
し
な
が
ら
ご
法
座
が
企
画
さ
れ
る
こ
と

を
期
し
、
報
告
を
終
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　

僧
侶
養
成
部
〈
布
教
使
担
当
〉
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